
感染症情報 １１月１４日～２０日 

府下小児科２０１医療機関（堺市１９）から 

①感染性胃腸炎 

④RSウイルス感染症 

②溶連菌感染症 

③おたふくかぜ 

⑤手足口病 

２６７１例（堺市 １３７例） 

４０１例（堺市   １３例） 

３３２例（堺市    ２９例） 

３３１例（堺市    １５例） 

１０８例（堺市      ８例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週より１８．２％増の４，１７１件であった。報告 
 

の第１位は感染性胃腸炎で以下、溶連菌感染症、おたふくかぜ、 
 

RSウイルス感染症、手足口病の順であった。 
 

 １位の感染性胃腸炎は府下で前週比４０％増、堺市では同２．２ 
 

倍の大幅増であった。２位の溶連菌感染症は府下で前週比１０％ 
 

減、堺市で半減であった。おたふくかぜは府下で１６％減、堺市で 
 

３２％増であった。４位のＲＳウイルス感染症は府下で１４％減、堺 
 

市で５３％減であった。 
 

 インフルエンザは府下で今回２６８例が報告され、前週の７０％増、 
 

堺市では前週２６例→今回２７例であった。いよいよ流行しそうで 
 

ある。マイコプラズマ肺炎の報告数は府下では前週２２例から 
 

今週３０例に、堺市では前週５例であったのが、８例に増えている。 
 

流行性角結膜炎（はやり目）は府下で前週２８例から今回３１例に 
 

なっている。 
 

 麻疹や風疹の報告はなかった。 


